
日進市三本木町にて                                2019.03.24 

「 黒鍬亭（星野邸）お花見」  報告 

元新建愛知会員の星野昭治さんのお宅へ伺いました。 

星野さんは元瀬戸市建築主事で、現在は日進市文化協会会長です。 

大きな邸宅は黒鍬亭と名付けられ、かぶき門に出迎えられました。 

星野さんは茶道・華道のほか、エッセイ集やボタニカルアートを 

趣味とするという方で、現在絵本の作成も。派手好みの星野さん。 

玄関に早咲の桜、お抹茶と桜もちにて出迎えてくださいました。 

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖   △星野さん作の陶看板 

三本木川沿いの桜の木 100 本は星野さんのお父さんが仲間と植え 

られたものだそうで、現在の手入れは星野さんご自身で行ってい 

るそうで、蛍も生息し、石碑には「遺すもの 桜百本 気まま旅」。 

邸宅は 18 年前に建てられ、元連空間設計の田中さんの設計という 

ことでした。OM ソーラーの平屋で庭園を囲む L 型プランで座敷 

からみる庭園のすばらしいこと（庭園計画も星野さん！）。海外へ 

視察などへ多数行き、やっぱり日本建築が良いと思ったそうです。 

食堂からつながるデッキでお花見をさせていただきました。 

桜には少し早かったですが、趣味のお話や、新建のことや建築の話、  △絵本の下絵を持って解説 

瀬戸のまちづくり話などに花が咲きました。気づいたら 6 時間…。    して下さった星野さん 

用（実用）や強（構造）は設計士がつくりますが、美（歓び）は星野さんが手掛けるモノやコトによっ

てつくられています。黒鍬亭では、90 名での花見も開催されているようで、まさに生きている家！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               （CAFÉ の食材ロスが減った！） 

                           

 

 

  


